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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
総務省消防庁が提供する 2009 年 1 月 1 日から 2012 年 12 月 31 日の間の院外心停止

（OHCA）患者から得られたレジストリデータ（救急蘇生統計）を用いて、院外心停止患

者に対する院外除細動の回数と、1 ヶ月後生存との関係を調べた。 
院外心停止患者の一か月後生存と関連していていたのは、除細動回数、院外心停止の原

因、特定行為器具の使用、エピネフリンの使用、最初の除細動と最初の自己心拍再開（ROSC）

の時間差、胸骨圧迫であった。 
院外心停止（OHCA）患者の生存に最も強く関連している要因は院外除細動回数であり、

そのカットオフ・ポイントは、2 回と 3 回の間であった。2 回以下の除細動を受けた患者の

1 か月後生存は 34.48％であり、3 回以上の除細動を受けた患者の 1 か月後生存は 24.75％
であった。3 回以上の除細動が必要な場合は 1 ヶ月後死亡の可能性が上昇した。 

 
以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ

り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったがいずれ

についても適切な回答を得た。 
よって調査委員合議の結果、試験は合格と判定した。 
 

 


